
告

示

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
三
号

地
方
自
治
法(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号)

第
百
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福
島
県
議

会
定
例
会
を
平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
九
日
福
島
市
に
招
集
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
(

総

務

課)

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
四
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二

十
二
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
、
福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
郡
山
市
商
工
観

光
部
商
工
振
興
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

ヤ
マ
ダ
電
機
テ
ッ
ク
ラ
ン
ド
郡
山
南
店

福
島
県
郡
山
市
安
積
町
荒
井
字
方
八
丁
三
十
三
番
地
一

ほ
か
十
二
筆

二

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二

十
二
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
同
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち

づ
く
り
課
、
福
島
県
県
南
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
白
河
市
産
業
部

商
工
観
光
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

メ
ガ
ス
テ
ー
ジ
白
河

Ａ
エ
リ
ア

福
島
県
白
河
市
新
高
山
三
十
三
番
地
ほ
か

二

法
第
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
県
の
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
須
賀
川
市

の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

須
賀
川
市

二

成
果
の
名
称

須
賀
川
市
滝
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
七
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
九
十
五
条
の
二
第
三
項
で
準
用
す
る
同
法

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
鬼
沼
地
区
土
地
改
良
事
業
共
同
施
行
が
鬼
沼
地
区
基
盤
整
備
促
進
事

業(

区
画
整
理)

に
係
る
土
地
改
良
事
業
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
適
当
と
す
る
旨
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
に
係
る
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類
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土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
二
年
十
一
月
二
十
二
日
か
ら(

二
十
二
日
間)
同

年
十
二
月
十
三
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

郡
山
市
役
所

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
六
百
九
十
八
号

土
地
収
用
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
二
十
条
の
規
定

に
よ
り
事
業
の
認
定
を
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

起
業
者
の
名
称

南
相
馬
市

二

事
業
の
種
類

南
相
馬
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
事
業
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
用
排
水
路
整
備
事
業
及
び
附
帯
事
業

三

収
用
又
は
使
用
の
別
を
明
ら
か
に
し
た
起
業
地

１

収
用
の
部
分

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
下
高
平
字
堂
場
、
上
渋
佐
字
東
畑
及
び
高
見
町
一
丁
目
地
内

２

使
用
の
部
分

福
島
県
南
相
馬
市
原
町
区
下
高
平
字
堂
場
地
内

四

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

申
請
に
係
る
事
業
は
、
次
の
と
お
り
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ

れ
る
た
め
、
事
業
の
認
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

１

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

南
相
馬
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
事
業
並
び
に
こ
れ
に
伴
う
用
排
水
路
整
備
事
業
及
び
附
帯
事
業

(

以
下｢

本
件
事
業｣

と
い
う
。)

の
う
ち
、
南
相
馬
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
増
設
事
業(
以
下｢

本

体
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
法
第
三
条
第
三
十
二
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
公
園
、

緑
地
、
広
場
、
運
動
場
、
墓
地
、
市
場
そ
の
他
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
に
関
す
る
事
業
に
該
当

す
る
。

ま
た
、
本
体
事
業
の
施
行
に
よ
り
必
要
を
生
じ
た
用
排
水
路
整
備
事
業(

以
下｢

関
連
事
業｣

と
い
う
。)

は
、
法
第
三
条
第
五
号
に
掲
げ
る
地
方
公
共
団
体
又
は
土
地
改
良
区
が
設
置
す
る
農

業
用
用
水
路
及
び
排
水
路
に
関
す
る
事
業
に
該
当
す
る
。

さ
ら
に
、
附
帯
事
業
は
、
本
体
事
業
の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
通
路
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
り
、
法
第
三
条
第
三
十
五
号
に
該
当
す
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

２

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

起
業
者
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
お
い
て
、

平
成
二
十
三
年
度
に
本
件
事
業
に
係
る
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
、
起
業
地
取
得

の
た
め
の
予
算
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
関
連
事
業
の
対
象
と
な
る
用
水
路
は
南
相
馬
土
地
改
良
区
が
、
排
水
路
は
南
相
馬
市
が

そ
れ
ぞ
れ
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
体
事
業
の
施
行
に
伴
い
整
備
が
必
要
と
な
る
た
め

起
業
者
が
そ
の
整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
各
管
理
者
と
も
協
議
済
み
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
起
業
者
は
本
件
事
業
を
遂
行
す
る
充
分
な
意
思
と
能
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

３

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

得
ら
れ
る
公
共
の
利
益

南
相
馬
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト(

以
下｢

市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト｣

と
い
う
。)

は
、
全
天
候
型
コ
ー

ト
六
面
を
有
す
る
南
相
馬
市
で
最
も
規
模
の
大
き
い
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
あ
り
、
福
島
県
中
学
校

体
育
連
盟
、
福
島
県
高
等
学
校
体
育
連
盟
等
が
主
催
す
る
各
種
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
競
技
力
の
向
上
、
健
康
増
進
等
を
目
的
に
幅
広
い
年
代
の
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
は
コ
ー
ト
数
が
六
面
の
み
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
県
大
会
以
上
の
規
模
の
大

会
の
開
催
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
市
内
の
中
学
校
や
高
等
学
校
の
部
活
動
に
お
い
て
、
校
内
で

の
練
習
を
補
完
す
る
目
的
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
休
日
等
は
学
校
関
係
者
以
外
の
一

般
の
利
用
者
が
多
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
コ
ー
ト
に
空
き
が
な
い
状
態
が
生
じ
て
お
り
、
利
用

者
か
ら
コ
ー
ト
増
設
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
既
存
の
六
面
の
コ
ー
ト
に
加
え
、
隣
接
地
に
お
い
て
新
た
に
八
面
の
コ
ー
ト

を
増
設
す
る
ほ
か
、
管
理
棟
、
観
覧
席
、
大
型
バ
ス
駐
車
場
等
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
っ
て
コ
ー
ト
数
が
十
四
面
に
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
県
大
会
以
上
の

規
模
の
大
会
の
誘
致
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
テ
ニ
ス
を
通
じ
た
広
域
的
な
交
流

事
業
の
開
催
等
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
交
流
人
口
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

さ
ら
に
、
混
雑
が
生
じ
て
い
た
休
日
等
に
お
い
て
も
、
よ
り
多
く
の
市
民
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
基
本
方
針
で
あ
る｢

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
も
が
、
気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
の
充
実
の
実
現｣

に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
、
相
当
程
度
存
す
る
も

の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

失
わ
れ
る
利
益

起
業
者
が
、
希
少
野
生
生
物
の
生
息
及
び
生
育
の
情
報
に
つ
い
て
福
島
県
生
活
環
境
部
環
境

共
生
総
室
自
然
保
護
課(

以
下｢

自
然
保
護
課｣

と
い
う
。)

に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
起
業
地

周
辺
に
お
い
て｢

チ
ュ
ウ
サ
ギ｣

、｢

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ｣

及
び｢

ヒ
バ
リ｣

が
生
息
し
て
い
る

と
の
情
報
提
供
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
起
業
者
と
し
て
は
、
自
然
保
護
課
の
意
見
に
基
づ
き
、
周
辺
の
自
然
環
境
の
保

全
及
び
野
生
生
物
の
保
護
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
河
川
等
へ
の
土
砂
の
流
入
に
留
意
し
な
が

ら
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
起
業
者
は
、
南
相
馬
市
教
育
委
員
会
が
保
管
し
て
い
る
遺
跡
地
図
に
よ
り
、
起
業
地
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公

告

が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
外
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

な
お
、
本
起
業
地
は
、
福
島
県
自
然
環
境
保
全
条
例(

昭
和
四
十
七
年
福
島
県
条
例
第
五
十

五
号)

に
定
め
る
自
然
環
境
保
全
地
域
及
び
緑
地
環
境
保
全
地
域
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
失
わ
れ
る
利
益
は
、
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

三�

事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
は
既
存
の
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
コ
ー
ト
数
を
増
設
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
起
業

者
は
、
起
業
地
の
選
定
に
あ
た
っ
て
、
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
隣
接
地
二
か
所
を
候
補
地
と
し
た

う
え
で
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
経
済
的
、
社
会
的
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、

本
起
業
地
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
増
設
す
る
コ
ー
ト
数
に
つ
い
て
は
、
県
大
会
以
上
の
規
模
の
大
会
を
誘
致
で
き
る
よ

う
、
過
去
の
大
会
に
お
け
る
会
場
の
規
模
を
踏
ま
え
て
南
相
馬
市
テ
ニ
ス
協
会
等
と
協
議
の
う

え
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄
与
す
る
も
の
と
認

め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

一�

事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
の
一�
で
述
べ
た
よ
う
に
、
市
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
、
市
内
の
中
学
校
や
高
等
学
校
の
部
活
動

に
お
い
て
、
校
内
で
の
練
習
を
補
完
す
る
目
的
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
休
日
等
は
学

校
関
係
者
以
外
の
一
般
の
利
用
者
が
多
く
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
コ
ー
ト
に
空
き
が
な
い
状
態
が

生
じ
て
お
り
、
利
用
者
か
ら
コ
ー
ト
増
設
の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
起
業
者
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
に
策
定
さ
れ
た
南
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に

お
い
て
、
平
成
二
十
三
年
度
に
本
件
事
業
に
係
る
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性
は
、
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

二�

起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合
理
性

起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
す
べ
て
本
件
事
業
の
用
に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
部
分
に
と
ど
め
ら

れ
て
お
り
、
二
級
河
川
新
田
川
の
河
川
区
域
に
係
る
部
分
の
み
を
使
用
の
範
囲
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、
又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

５

結
論

以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
二
十
条
各
号
の
要
件
を
す
べ
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ

る
。

五

起
業
地
を
表
示
す
る
図
面
の
長
期
縦
覧
の
場
所

南
相
馬
市
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課(

南
相
馬
市
文
化
セ
ン
タ
ー
五
階)

(

土
木
総
務
課
用
地
室)

公
告
第
三
百
七
十
七
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非

営
利
活
動
法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
い
サ
ー
ビ
ス

三

代
表
者
の
氏
名

根
本

由
紀
子

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
佐
糠
町
東
一
丁
目
八
番
地
の
七

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
そ
の
他
支
援
を
必
要
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
あ

い
の
こ
も
っ
た
助
け
合
い
及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
い
、
す
べ
て
の
人
々
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
と
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
三
百
七
十
八
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

阿
武
隈
川
上
流
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

尾
股

清
衛

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
長
坂
字
赤
渕
三
八
番
地

同

須
藤

一
三

同

郡
同

村
大
字
熊
倉
字
森
前
一
四
番
地

同

菊
池

光
男

同

郡
同

村
大
字
熊
倉
字
折
口
原
二
六
一
番
地

同

鈴
木

俊
夫

白
河
市
旭
町
一
丁
目
二
四
番
地

同

大
高

正
人

同

市
久
田
野
六
九
番
地

同

菅
森

肇

同

市
久
田
野
拂
川
二
三
番
地

同

竹
井

重
忠

同

市
双
石
滝
ノ
尻
二
三
番
地

同

大
竹

敏
男

同

市
田
島
森
ノ
台
一
〇
番
地
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同

緑
川

昭
信

西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
関
和
久
字
上
町
六
四
番
地

同

佐
川

勝
利

同

郡
同

村
大
字
関
和
久
字
富
内
一
〇
〇
番
地

同

小
林

惣
一

同

郡
同

村
大
字
北
平
山
字
新
田
二
七
番
地

同

鈴
木

五
男

白
河
市
東
蕪
内
字
駒
橋
二
七
番
地
二

同

小
松

英
夫

同

市
東
蕪
内
字
狐
久
保
一
五
番
地
一

同

近
藤

忠
一

西
白
河
郡
中
島
村
大
字
川
原
田
字
上
町
四
七
番
地

同

丹
内

賢
夫

同

郡
同

村
大
字
二
子
塚
字
後
山
三
四
番
地

同

吉
田

武
夫

同

郡
同

村
大
字
滑
津
字
八
幡
前
一
五
九
番
地

同

小
室

安
蔵

同

郡
同

村
大
字
滑
津
字
岡
之
内
四
五
番
地

同

郷

泰
隆

石
川
郡
石
川
町
大
字
新
屋
敷
字
石
船
三
番
地
の
二

同

佐
川

正
弘

同

郡
同

町
大
字
赤
羽
字
森
屋
段
六
六
番
地

監
事

常
松

幸
保

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
真
船
字
折
口
下
七
五
番
地
三

同

冨
山

宗
一

白
河
市
大
鹿
島
前
二
三
番
地
二

同

尾
股

憲
一

同

市
田
島
七
番
地

同

二
瓶

正
志

西
白
河
郡
中
島
村
大
字
滑
津
字
元
村
一
二
六
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

菊
池

光
男

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
熊
倉
字
折
口
原
二
六
一
番
地

同

須
藤

一
三

同

郡
同

村
大
字
熊
倉
字
森
前
一
四
番
地

同

尾
股

清
衛

同

郡
同

村
大
字
長
坂
字
赤
渕
三
八
番
地

同

鈴
木

俊
夫

白
河
市
旭
町
一
丁
目
二
四
番
地

同

堀
越

勇
作

同

市
本
沼
一
番
地

同

室

清
正

同

市
久
田
野
前
田
九
三
番
地
五

同

大
竹

敏
男

同

市
田
島
森
ノ
台
一
〇
番
地

同

竹
井

重
忠

同

市
双
石
滝
ノ
尻
二
三
番
地

同

佐
川

勝
利

西
白
河
郡
泉
崎
村
大
字
関
和
久
字
富
内
一
〇
〇
番
地

同

緑
川

昭
信

同

郡
同

村
大
字
関
和
久
字
上
町
六
四
番
地

同

北
住

一
也

同

郡
同

村
大
字
北
平
山
字
堂
ノ
下
一
〇
番
地

同

小
松

英
夫

白
河
市
東
蕪
内
字
狐
久
保
一
五
番
地
一

同

橋
本

昭
司

同

市
東
蕪
内
字
水
神
平
三
九
番
地

同

吉
田

武
夫

西
白
河
郡
中
島
村
大
字
滑
津
字
八
幡
前
一
五
九
番
地

同

近
藤

忠
一

同

郡
同

村
大
字
川
原
田
字
上
町
四
七
番
地

同

丹
内

賢
夫

同

郡
同

村
大
字
二
子
塚
字
後
山
三
四
番
地

同

小
室

武
壽

同

郡
同

村
大
字
滑
津
字
代
畑
三
六
番
地

同

佐
川

正
弘

石
川
郡
石
川
町
大
字
赤
羽
字
森
屋
段
六
六
番
地

同

郷

勝
重

同

郡
同

町
大
字
新
屋
敷
字
塩
塚
四
番
地
の
一

監
事

常
松

幸
保

西
白
河
郡
西
郷
村
大
字
真
船
字
折
口
下
七
五
番
地
三

同

冨
山

宗
一

白
河
市
大
鹿
島
前
二
三
番
地
二

同

尾
股

憲
一

同

市
田
島
七
番
地

同

二
瓶

正
志

西
白
河
郡
中
島
村
大
字
滑
津
字
元
村
一
二
六
番
地

(

農
村
計
画
課)
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